
環境活動レポート

株式会社三谷組は、年々深刻化する自然災害への危

機意識を強く持ち、『安心を造る会社。』としてよ

りよい地球環境を未来に引き継ぐことを使命とし

て、社員一人一人が事業活動のあらゆる場面におい

て環境保全を意識し、二酸化炭素排出等の環境負荷

の低減に努め、限りある資源を大切にし、継続的改

善による環境経営を行うことによって、持続可能な

社会の構築に貢献します。

【　2021/７/１～2022/６/30　】

発行日　2022年９月30日
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事業所及び代表者氏名

所在地

： 〒780-0817 高知県高知市中宝永町５番21号

TEL 088-856-9993 FAX 088-856-9992

： 〒781-7101 高知県室戸市室戸岬町2503番地１

TEL 0887-23-0211 FAX 0887-23-2648

： 〒781-7220 高知県室戸市佐喜浜町3824番地13

TEL 0887-27-2281

環境管理責任者及び担当者連絡先

：

： 安全環境対策室副室長　古味　大明

： 088-856-9993 ／ 088-856-9992

事業内容

高知県知事 許可 ： 土木工事業

（特-３）第 175 号 建築工事業

とび・土工工事業

鋼構造物工事業

舗装工事業

しゆんせつ工事業

水道施設工事業

解体工事業

事業規模

.75 .75 .75

.82 .82 .82

.98 .00 .00

事業年度

7月～6月

1015

2,370

m2

５）

2019年度

工事件数

1015

活動規模

売上高

2020年度

従業員

事務所床面積

百万円

64

54

1015

2021年度

123

2,384

55

４）

室 戸 本 社

１.

１）

３）

２）

環 境 管 理 責 任 者

EA21 事 務 局 担 当 者

根 丸 倉 庫

株 式 会 社 三 谷 組

代 表 取 締 役 三 谷 修 一

舗装部長　和田　将宏

【連絡先】

E-mail

FAX

組 織 の 概 要

本 社

TEL

人

3,036

53

190件

〈2021年12月20日〉

単位

t.komi@mitanigumi.com

－１－

倉庫床面積

資機材置場面積

m2 2479 2479 2479

m2 6833 333 333
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認証登録の対象範囲

株式会社三谷組　高知本社，室戸本社，根丸倉庫

環境活動レポートの対象期間

2021年７月１日～2022年６月30日

（令和３年７月１日～令和４年６月30日）

環境活動レポートの発行日

2022年９月30日

作成責任者

：舗装部長　和田　将宏

：安全環境対策室副室長　古味　大明

－２－

認証登録の対象範囲

１）

２）

２.

３）

４）

及びレポートの対象期間

環 境 管 理 責 任 者

EA21事務局担当者



１

２

３

３.

三谷　修一

株 式 会 社 三 谷 組

環　境　経　営　方　針

－３－

制定：2010年10月29日　　改定：2020年７月１日

代表取締役

基　本　理　念

　株式会社三谷組は、年々深刻化する自然災害への危機意識を

強く持ち、『安心を造る会社。』としてよりよい地球環境を未

来に引き継ぐことを使命として、社員一人一人が事業活動のあ

らゆる場面において環境保全を意識し、二酸化炭素排出等の環

境負荷の低減に努め、限りある資源を大切にし、継続的改善に

よる環境経営を行うことによって、持続可能な社会の構築に貢

献します。

基　本　方　針

事業活動において、積極的に環境負荷低減に取り組みます。

(1) 二酸化炭素排出量の削減

(2) 水使用量の削減

(3) 廃棄物排出量の削減及びリサイクルの推進

(4) 環境改善ボランティア等の地域貢献活動の推進

(5) 環境教育の充実

環境関連法規、条例及びその他規制を遵守します。

本方針は全従業員に周知徹底するとともに、環境活動レポート

を作成して広く外部に公表します。



・環境経営方針の策定
・システムの全体評価と見直し及び社員への周知
・環境経営全般に関する統括責任者

・システムの構築・実施・維持管理
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営活動の推進

・各データの取りまとめ及び文書管理
・環境管理責任者の補助
・法規制等最新情報の確認
・環境への負荷状況の取りまとめ及び取組チェック

・積極的な環境活動の推進
・問題点の把握と是正の実施
・各部門での従事者への教育

・環境活動計画の実施
・積極的な研修への参加
・積極的な環境活動の提案

－４－

全 従 業 員

営業本部

代 表 者

各 部 門 責 任 者

環 境 管 理 責 任 者

ｴｺｱｸｼｮ ﾝ 21事務局

各 自 の 責 任 と 役 割所 属

【 役 割 分 担 表 】

建築部舗装部

各現場責任者

根丸倉庫

全　従　業　員

高知本社 室戸本社

舗装部長　和田将宏

陸上土木部 港湾土木部

安全環境対策室 業務部

ｴｺｱｸｼｮﾝ21事務局

古味大明

工事本部

４.実施体制組織図

代　表　者

代表取締役　三谷修一

環境管理責任者



○

○

○

○

○

１） 現場

単位 基準値
2019年度目標値

2018年実績-1%

2020年度目標値

2018年実績-2%

2021年度目標値

2018年実績-3%

kg-CO2 388364.07 384480.43 380596.79 376713.15

kWh 105678.00 104621.22 103564.44 102507.66

ガソリン使用量 L 80367.35 79563.68 78760.00 77956.33

L 57211.88 56639.76 56067.64 55495.52

m3 656.00 649.44 642.88 636.32

％ 87.40 87.40 87.40 87.40

件 19 19 19 19

２） 事務所

単位 基準値
2019年度目標値

2018年実績-1%

2020年度目標値

2018年実績-2%

2021年度目標値

2018年実績-3%

kg-CO2 62878.60 62249.81 61621.03 60992.24

kWh 44737.00 44289.63 43842.26 43394.89

ガソリン使用量 L 16299.16 16136.17 15973.18 15810.19

L 802.22 794.20 786.18 778.15

m3 219.00 216.81 214.62 212.43

kg 306.50 303.44 300.37 297.31

回 ― ― 12 12

回 61 61 61 61
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産業廃棄物
再資源化率

5．環 境 経 営 目 標

二酸化炭素排出量及び電力、化石燃料の使用量、事務所の水使用量については、2018年度を基準として、2019年度は1％、2020

年度は2％、2021年度は3％の削減を目標値とする。現場の水使用量については2018年度の数値が極めて高値（施工の都合）で
あったため、2017年度実績の656.00㎥から1％ずつの削減を目標とする。

業廃棄物再資源化率、環境負荷の少ない工事及びボランティア活動の実施については、2018年度を基準として、同年以上を目標とす

る。

電力の排出係数については0.514kg-CO2/kWh（2018年9月10日、四国電力公表）とする。

2020年度から環境教育の実施回数（年間 12 回）を目標として追加する。

2021年度から電力使用量の単位をMJからkWhとする。また、燃料使用量を単位MJで算出していたところ、ガソリン使用量と軽油＋灯
油使用量に分割し、各単位をＬとして集計する。

項目

二酸化炭素排出量

電力使用量

軽油＋灯油使用量

水使用量

一般廃棄物排出量

環境教育の実施

ボランティア活動
の実施

水使用量

環境負荷の少ない

工事の実施

項目

二酸化炭素排出量

電力使用量

軽油＋灯油使用量



○

○

○

○

○

≪ 期間：2021年7月～2022年6月 ≫

１）現場

単位 基準値 2020年度実績
2021年度目標値

基準値-3％等
2021年度実績 目標達成率 対前年比

kg-CO2 388364.07 299001.75 376713.15 327916.34 112.95% 90.33% 

kWh 105678.00 411198.73 102507.66 50920.00 150.33% 187.62% 

ガソリン使用量 L 80367.35 64767.24 77956.33 55265.40 129.11% 114.67% 

L 57211.88 49318.07 55495.52 67269.69 78.78% 63.60% 

m3 656.00 272.00 636.32 975.00 46.78% -158.46% 

％ 87.40 94.60 87.40 94.90 108.58% 100.32% 

件 19 26 19 26 136.84% 100.00% 

※ 目標達成率は“(1－実績値/目標値＋1)×100”での比較とする。

※ 産業廃棄物再資源化率、環境負荷の少ない工事の目標達成率は“実績値/目標値×100”とする。

２）事務所

単位 基準値 2020年度実績
2021年度目標値

基準値-3％等
2021年度実績 目標達成率 対前年比

kg-CO2 62878.60 62243.76 60992.24 49755.61 118.42% 120.06% 

kWh 44737.00 47264.00 43394.89 48740.00 87.68% 96.88% 

ガソリン使用量 L 16299.16 11562.51 15810.19 8965.75 143.29% 122.46% 

L 802.22 1823.78 778.15 1512.68 5.61% 117.06% 

m3 219.00 239.00 212.43 217.00 97.85% 109.21% 

kg 306.50 285.50 297.31 1198.00 -202.95% -219.61% 

回 61 54 61 55 90.16% 101.85% 

回 12 6 12 12 100.00% 200.00% 

※ 目標達成率は“(1－実績値/目標値＋1)×100”での比較とする。

※ 環境改善ﾎﾞﾞﾗﾝﾃｨｱ活動及び環境教育の目標達成率は“実績値/目標値×100”とする。

産業廃棄物
再資源化率

６．2021年度の数値目標と実績結果

二酸化炭素排出量及び電力、化石燃料の使用量、事務所の水使用量については、2018年度を基準として、2019年度は1％、2020年度は
2％、2021年度は3％の削減を目標値とする。現場の水使用量については2018年度の数値が極めて高値（施工の都合）であったため、
2017年度実績の656.00㎥から1％ずつの削減を目標とする。

業廃棄物再資源化率、環境負荷の少ない工事及びボランティア活動の実施については、2018年度を基準として、同年以上を目標とする。

電力の排出係数については0.514kg-CO2/kWh（2018年9月10日、四国電力公表）とする。

2020年度から環境教育の実施回数（年間 12 回）を目標として追加する。

2021年度から電力使用量の単位をMJからkWhとする。また、燃料使用量を単位MJで算出していたところ、「ガソリン使用量」と「軽油＋灯
油使用量」に分割し、各単位をＬとして集計する。

項目

二酸化炭素排出量

電力使用量

軽油＋灯油使用量

水使用量

一般廃棄物排出量

環境改善ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
活動の実施

環境教育の実施

-6-

環境負荷の少ない
工事の実施

項目

二酸化炭素排出量

電力使用量

軽油＋灯油使用量

水使用量



① 達成状況 ： ◎十分出来ている　○出来ている　△不十分　×出来ていない

7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ △ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ 〇 〇 〇 ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ 〇 〇 〇 ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

②

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ○ 〇 〇

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ○ ◎ 〇

○ ◎ ○ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ △ △ △

○ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○ 〇 ◎

○ ○ ○ 〇 ◎

※

安環室
副室長

前年から少し減らすことができた

が、来年から社員が大幅増となり、

大幅増が見込まれる。新戦力への教

育を徹底すること。対前年比

漏水点検の実施（メーター確認等）

止水を励行し、節水意識を高める

事務所の冷暖房温度設定の適正化

長時間使用しないOA機器の電源切断

休憩時、不在時の消灯の徹底

燃 料 使 用 量

の 削 減

エコドライブの実施

安環室
副室長

ガソリンの使用量は大きく減らすこ

とができた。

燃料価格も高値が継続しているの

で、エコドライブ等の意識をさらに

向上させること。
対前年比

不用物の積載禁止

定期的に車両の保守点検を実施

電 力 使 用 量

の 削 減

安環室
副室長

前年度とほぼ同様の使用量であっ

た。来年以降社員数が増加する予定

であるが、新戦力にも節電意識を浸

透させ、大幅な増加を防ぐこと。

対前年比

事 務 所

環 境 負 荷

の 少 な い

工 事 の 実 施

現　場
責任者

現場担当者のエコに対する意識は

年々向上していると思う。

今後も継続的しながらさらなる効果

を見込める取組みを。

環境負荷の少ない工法を採用する

工事車両、重機のアイドリングストップの励行

リサイクル資材の使用促進（再生砕石等）

－７－

全職員

廃棄物排出量

の 削 減

安環室
副室長

全体的に取組みの個人差が大きい項

目であると思う。両面コピーや裏紙

利用等を会社の文化として、新戦力

にも徹底させること。文書の電子化、ペーパーレス化を図る

両面コピー及び裏紙使用の推進

分別処理の徹底

地域環境

への貢献
○ 環境ボランティア活動の推進

安環室＝安全環境対策室

ボランティアへの積極的な参加意識

は浸透しているので、今後も継続を

すること。

水 使 用 量

の 削 減

現　場
責任者

各部門長が責任を持ってマニフェス

ト管理ができている。

ペーパーレスの意識も浸透してきて

いるので、新入社員等にも意識の徹

底をさせること。

マニフェストの徹底管理

分別処理の徹底

両面コピー及び裏紙使用の推進

水 使 用 量

の 削 減

現　場
責任者

今年度は河川等の水を使用できない

工事が増えたため、使用量が大幅増

となった。来年以降は個々の意識を

高めて節水に努めること。対前年比

漏水点検の実施（メーター確認等）

止水を励行し、節水意識を高める

文書の電子化、ペーパーレス化を図る

廃棄物排出量

の 削 減

燃 料 使 用 量

の 削 減

現　場
責任者

ガソリンは減らせたが、軽油は大幅

増となった。受注工事の種別等によ

るところが大きいが、個人個人が省

エネを意識して行動することが重

要。新入社員も増えたので、今後も

社員の意識向上を図ること。

電 力 使 用 量

の 削 減

現　場
責任者

１年間を通じて大きく使用量が増え

てしまったが、現場の位置等により

致し方ない部分であると思う。

新入社員も増えたので、各人の節電

意識向上を改めて図り、来年度は今

年度よりも少しでも減らす努力を。対前年比

休憩時、不在時の消灯の徹底

長時間使用しないOA機器の電源切断

事務所の冷暖房温度設定の適正化

エコドライブの実施

定期的に車両の保守点検を実施

不用物の積載禁止

対前年比

項 目 活 動 内 容 担当者
スケジュール

達成状況

評 価 ・ 指 示
（ 環 境 管 理 責 任 者 ）

(各部門責任者)

確認・評価 ： 2022年９月15日

現 場

活動の達成状況１）

７．環境活動計画の取組状況と評価

○ △ 〇
年間目標12回を達成できた。

来年からの新戦力にも引き続き教育

の充実を図ること。

◎◎◎◎

環境教育

の充実
○ 各工事現場等におけるエコ推進教育の実施

安環室
副室長

×



１. 港・海岸・川・現場周辺への油や汚水等の流出防止対策

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

①

②

③

　　舗装工事14件

重機、ミキサー車等の騒音振動対策

現場の防塵対策

再生砕石、再生砂岩密粒、再生砕砂使用

 

－８－

2. 騒音振動対策をした工事

3. 生態系への影響の少ないアスファルト付着

令和２年度（繰越明許）室戸市立室戸診療所（仮称）建築工事

御畳瀬地区防災活動拠点施設新築工事

海老ノ丸ポンプ場管理棟改修工事

　一般住宅に隣接する建物解体工事については、振動・
騒音計を備え、リアルタイムで数字をチェックし、作業
による騒音等を抑えるよう努力しました。
　また、近隣住民の方とは小まめなコミュニケーション
を取って良好な関係を築き、苦情や要望をいただくこと
はありませんでした。

4. 基本的な対策として実施

２）環境負荷の少ない工事・環境に配慮した工事

　防止剤を使用

（連携第3-4号　下田川事業間連携（その２）工事）

（港高潮（広域）第6-2号　高知港海岸（西孕地区その１）高潮対策工事）

（地震高潮第54-3号　国分川（久万川）地震高潮対策工事）

　各現場ともに溶剤等使用箇所の周辺にオイル吸着マッ
ト等を設置して海洋や河川への油分流出を防ぎました。
　また、山間部の工事等、泥水の発生しやすい現場にお
いては、簡易濁水処理設備を設置して対応しました。

港高潮（広域）第6-2号　高知港海岸（西孕地区その１）高潮対策工事

漁生産第1-10-3号　安芸漁港水産生産基盤整備工事

河侵食第917-5号　岩戸海岸侵食対策工事

河高潮第902-4号　野根海岸高潮対策工事

河高潮第902-3号　野根海岸高潮対策工事

道交地防安（1.5車）第9103-001-1号　県道船津野根線防災・安全交付金工事

地震高潮第54-3号　国分川（久万川）地震高潮対策工事

連携第3-4号　下田川事業間連携（その２）工事

元災第57-3号　県道船津野根線道路災害復旧工事



各種取り組みの紹介

1.　電気や水道の使用量削減、ミスプリ予防「押す前ひと思案」運動等、

　　各所にオリジナルポスター等を貼って社員のエコ意識向上を図っています！！

2.　環境教育の充実

　　2021年度は年間12回（１カ月に１回）の実施目標を達成しました！！

　　地道に社員のエコ意識向上を目指しています！！

３）

－９－



3.　四国八十八ヵ所巡礼中のお遍路さんに休憩所とトイレを

　提供しています。

4.　清掃活動ボランティア等に積極的に参加しています！！

ロードボランティア（高知市：県道北本町領石線、室戸市：県道椎名室戸線）

浦戸湾・七河川一斉清掃、県民一斉美化活動等

室戸本社における自主防犯パトロール（青色回転灯車両）

－10－

ロードボランティア

ビーチ清掃

防犯パトロール

室戸市室戸岬

東洋町甲浦



○

○

○

○

１） 現場 基準値

項目 単位
2021年度

（売上2384百万円）

全体の数値

2021年度
売上100万円
あたりの数値

2022年度
目標

2022年度
目標数値

二酸化炭素
排出量

kg-CO2 330971.54 138.83 136.05

電力使用量 kWh 50920.00 21.36 20.93

ガソリン使用量 L 55265.40 23.18 22.72

軽油使用量 L 66957.81 28.09 27.52

水使用量 m3 975.00 0.41 0.40

産業廃棄物
の排出量

ｋｇ 3615164.21 1516.43 1486.10

産業廃棄物
の再資源化率

％ 94.90 94.90 現状の維持 94.90

２） 事務所

項目 単位
2021年度

（売上2384百万円）

全体の数値
同左

2022年度
目標

2022年度
目標数値

二酸化炭素
排出量

kg-CO2 52680.01 52680.01 51626.41

電力使用量 kWh 48740.00 48740.00 47765.20

ガソリン使用量 L 8965.75 8965.75 8786.44

軽油使用量 L 1512.68 1512.68 1482.43

水使用量 m3 217.00 217.00 212.66

一般廃棄物
排出量

kg 1198.00 1198.00 1174.04

環境教育の実施 回 12 12 12

ボランティア活動
の実施

回 55 55 55
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２％の削減
（　×　0･98　＝　）

現状の維持

８.　2022年度の環境経営目標
2022年度の目標につき、現場は年間売上によって大きく数値が変動することから、「売上100万円あたりの数値」を基準値として、
下表の通り目標設定した。
事務所についてはあまり売上に左右されないため、これまでどおり年間の数値を基準値とし、下表のとおり目標設定した。

二酸化炭素排出係数については電力が0.574kg-CO2/kWh、ガソリンが2.32ｔCO2/ｋｌ、軽油が2.58ｔCO2/ｋｌ（環境省HP）とし
て、二酸化炭素排出量を算出した。

現場の基準値を売上100万円あたりとしたことにより、新たに「産業廃棄物の排出量」も目標に加えた。

２％の削減
（　×　0･98　＝　）

現場の基準値を売上灯油については現場・事務所ともに使用量が少ないため、目標からは除外した。



① 達成状況 ： ◎十分出来ている　○出来ている　△不十分　×出来ていない

7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

②

7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※

９．2022年度の環境活動計画 確認・評価 ： 10月、１月、４月、７月

現 場

環境教育
の充実

○
事務所、工事現場等におけるエコ
推進教育の実施

安環室
副室長

電 力 使 用 量
の 削 減

休憩時、不在時の消灯の徹底

現　場
責任者

長時間使用しないOA機器の電源切断

事務所の冷暖房温度設定の適正化

対前年比

項 目 活 動 内 容 担当者
スケジュール

達成状況

評 価 ・ 指 示
（ 環 境 管 理 責 任 者 ）

(各部門責任者)

水 使 用 量
の 削 減

止水を励行し、節水意識を高める

現　場
責任者

漏水点検の実施（メーター確認等）

対前年比

燃 料 使 用 量
の 削 減

車両や重機のアイドリングストップ

現　場
責任者

同一目的地への乗り合わせの励行

定期的な車両の保守点検

対前年比

現場散水等の雨水・排水利用

構造物の品質向上による長寿命化

リサイクル資材の使用促進（再生砕石等）

廃棄物排出量
の 削 減

マニフェストの徹底管理

現　場
責任者

分別処理の徹底

両面コピー及び裏紙使用の推進

文書の電子化、ペーパーレス化の促進

事 務 所

項 目 担当者
スケジュール

環 境 負 荷
の 少 な い
工 事 の 実 施

環境配慮型工法・施工の実施
現　場
責任者

燃 料 使 用 量
の 削 減

エコドライブの実施

安環室
副室長

定期的に車両の保守点検を実施

不用物の積載禁止

対前年比

達成状況

評 価 ・ 指 示
（ 環 境 管 理 責 任 者 ）

(各部門責任者)

電 力 使 用 量
の 削 減

休憩時、不在時の消灯の徹底

安環室
副室長

長時間使用しないOA機器の電源切断

事務所の冷暖房温度設定の適正化

対前年比

廃棄物排出量
の 削 減

分別処理の徹底
安環室
副室長

両面コピー及び裏紙使用の推進

文書の電子化、ペーパーレス化の促進

水 使 用 量
の 削 減

止水を励行し、節水意識を高める
安環室
副室長

漏水点検の実施（メーター確認等）

対前年比

安環室＝安全環境対策室
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地域環境
への貢献

○ 環境ボランティア活動の推進 全職員



EA04

法規名 適用条項 要求事項 遵守状況 訴訟等

騒音規制法 第14条

指定地域内において特定建設作業を伴う建設工
事における届出書面作成。（作業開始の日の７
日前までに市町村長に届出）

適 無

振動規制法 第14条

指定地域内において特定建設作業を伴う建設工
事における届出書面作成。（作業開始の日の７
日前までに市町村長に届出）

適 無

建設リサイクル法
第10条
第16条

対象工事における届出書面作成。（着手７日前
までに都道府県知事に届出）

適 無

廃棄物処理法

第11条
第12条
第12条の
2,3,4
第14条
第16条2
第21条3-1

廃棄物の収集運搬・処分業者の許可確認、委託
契約、マニフェスト管理
特別管理産業廃棄物に係る処理
産業廃棄物の収集運搬の許可申請・更新
廃棄物の焼却の禁止
建設工事が数次の請負による場合、廃棄物処理
の適用は、元請業者が排出業者となる。

適 無

高知県
環境基本条例

第６条

事業活動において、再生資源その他の環境への
負荷の低減に資する原材料、役務等を利用する
ように努める。

適 無

高知市
公害防止条例

第24条

特定建設作業を伴う工事を施工する際に届出書
面作成。（作業開始の日の７日前までに、高知
市長に届出）

適 無

高知市
環境基本条例

第５条

公害を防止し、廃棄物を適正に処理し、自然環
境を適正に保全するために必要な措置を講ずる
とともに、環境の保全上の支障を防止するため
事業活動に伴う環境への負荷の低減に努める。

適 無

室戸市
環境基本条例

第５条

環境の保全上の支障を防止するため、事業活動
を行うに当たって、その事業活動に係る製品そ
の他の物が廃棄物となった場合にその適正な処
理が図られるように必要な措置を講ずる責務を
有する。

適 無

資源の有効な利用促進
に関する法律
（リサイクル法）

第４条
指定副産物の発生を抑制、再利用、再生利用、
再資源化する。

適 無

特定特殊自動車排出ガス
の規制等に関する法律
（オフロード法）

― 協力会社の持込機械を含め、適合を確認する。 適 無

浄化槽法
第８条
第９条
第11条

専門業者に委託し、保守点検、清掃する。又、
指定検査機関における水質に関する検査を実施
する。

適 無

港則法 第31条

特定港内又は特定港の境界付近で工事又は作業
をしようとする者は、港長の許可を受けなけれ
ばならない。

適 無

フロン排出抑制法 第16条

第一種特定製品(エアコン)の簡易点検の実施及
び記録の保存。（年４回、廃棄後３年保存）
使用機器の廃棄時や解体工事の施工時等の適正
処理。（回収依頼書・引取証明書の作成等）

適 無

大気汚染防止法 第18条

建築物解体時等には石綿含有調査資格者による
調査を行い、調査結果を発注者に書面で説明す
る。呼吸用保護具の着用等作業基準の遵守。

適 無

労働安全衛生法 ―
労働者の安全と健康の確保、快適な職場環境形
成に資する各法文の遵守。

適 無

10．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　上記の法令を遵守しており、過去３年間に違反または訴訟、外部からの環境上の苦情や要請はありません。
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【取組状況の評価結果】 【周囲の変化の状況】

① 環境関連法規の遵守状況 ① 内部・外部コミュニケーション

② 問題点の是正処置及び予防処置の状況

② 環境関連法規等の動向

【環境目標・活動計画の達成状況】 【環境管理責任者のコメント・提案】

【環境経営方針】

変更の必要性 □ 有 ☑ 無

【環境経営目標・活動計画】

変更の必要性 ☑ 有 □ 無

【実施体制】

変更の必要性 □ 有 ☑ 無

【環境経営システムの各要素】

変更の必要性 ☑ 有 □ 無

－14－

実施日：2022年９月15日

　継続します。

　継続します。

会社としてエコアクションに取り組めてい
ると思いますが、各社員の取組みには個人
差が見受けられる場面もあります。
この活動をさらに発展させていくことので
きるように、新戦力への教育等にさらに力
を入れていきましょう。

代
表
者
に
よ
る
見
直
し

　現状の目標設定では受注量や受注工種による振れ幅が大きく、取組自体の効果が分かりに
くい面があると思います。
　より取り組みやすい、分かりやすい目標指数となるよう、変更も検討してください。

　環境経営目標に合わせて変更も検討し、誰でも取り組みやすく、分かりやすいシステムへ
の変更を検討しましょう。

特になし。

11.代表者による全体評価と見直し結果

≪ 期間：2021年７月～2022年６月 ≫

　遵守されています。 2021年度に引き続き、2022年度も新卒採用
で10名超の人員獲得ができています。
中途採用も積極的に行っており、今後どん
どん新しい人間が増えていきますので、三
谷組が取り組んでいるエコアクションを
しっかり理解させた上、新しい意見も取り
入れて継続的に発展させていきましょう。

　2021年度の運用において特に是正すべき
問題点等はありませんでした。

見
直
し
に
必
要
な
情
報

環境管理責任者の報告及び改善への提案

　2020年度に達成できなかった「環境教育
の充実（年間12回）」を達成できました。
他の取組みについても引き続き積極的に取
り組みましょう。
一般廃棄物の排出方法を変更したので、
2022年度以降適応する目標設定に変更しま
しょう。



よりよい地球環境を
未来に

節

電

節

水



誤字・脱字 凡ミスの見逃しはない？
上司に確認してもらった？？

よりよい地球環境を未来に

部数・枚数 配付人数分かってる？
多すぎん？後でも焼けるろ？？

用紙サイズ お決まりＡ４印刷でいいが？
小さくない？大きくない？？

両面・集約 両面印刷で良くない？
半分のサイズでも読めん？？

そもそも必要？？ パソコン画面で見れん？
全部いる？一部で良くない？？

その
押 す 前に

ボタン

ひと思案！！



協力業者の皆様方におかれましては、

株式会社三谷組は

「エコアクション21」に取り組んでいます。

環境経営　基本理念

　株式会社三谷組は、年々深刻化する自然災害への危機意識を強く持ち、『安心を造る
会社。』としてよりよい地球環境を未来に引き継ぐことを使命として、社員一人一人が
事業活動のあらゆる場面において環境保全を意識し、二酸化炭素排出等の環境負荷の低
減に努め、限りある資源を大切にし、継続的改善による環境経営を行うことによって、
持続可能な社会の構築に貢献します。

株式会社三谷組　　代表取締役　三谷　修一

廃棄物排出量

の 削 減

３R（Reduce発生抑制、Reuse再使用、Recycle再生利
用）の促進
書類のペーパーレス化、ミスプリントの撲滅
ゴミの分別

へのご協力をお願いいたします　m(_ _)m

苦情、要望、改善案等のご意見や、環境への取組に関するお問合せは、
㈱三谷組　安全環境対策室　古味（088-856-9993）までお寄せください。

電 力 使 用 量

の 削 減

休憩時、不在時の消灯の徹底
長時間使用しないＯＡ機器等の電源切断
事務所の冷暖房温度設定の適正化
　（　推奨温度　夏季　28℃　　冬季　20℃　）

燃 料 使 用 量

の 削 減

エコドライブ（アイドリングストップ、ふんわりアクセル
の励行　等）の徹底
車両、重機の定期保守点検の励行
不要物の積載禁止

水 使 用 量

の 削 減

小まめな止水（STOP　出しっ放し！！）の励行
現場散水時、洗車時の雨水利用
削減のための事前準備（洗車前の泥落とし　等）


